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原　著

母子間の調律の発達的変化

一情動表出行動を指標として一

金　谷　彰 子＊・早 坂　菊　子＊＊

　生後まもない乳児と母親の問におこる調律の発達的変化について研究を行った。対

象は胎児期・周産期に特に異常が認められず、生後1ヵ月までの発達が1頃調である健

常乳児1名とその母親である。乳児が生後1ヵ月から6ヵ月に至るまで定期的に母子

交流場面を分析し、乳児の情動表出行動に対する母親の調律行動についてその生起頻

度、行動様式、マッチする行動内の特性を検討した。その結果、（1）母親の調律行動は

乳児が生後1ヵ月の時点ですでに生起している、（2）発達に従って生起頻度は変化する、

（3）マッチする行動内の特性は強さが最も多い、（4）知覚様式一交叉性に調律が起こりや

すい、ということが明らかになった。
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I．問題提起

　母子相互作用は乳児の対象関係を発達させる

基盤であり（Bow1by，19692）；山崎・山崎・林・

猪股・溝口・篠原・渥美，1988刊、また乳児の認

知的・情緒的発達にも強い影響を与える（Par－

me1ee，Beckwith，Cohen　and　Sigman，
198313））。母子相互作用は乳児の発達に二重の役

割を果たす。1つは乳児が最も望ましい発達を

する上で効果的に働き、様々な有害因子の影響

を少なくする役割、もう1つは母子間に相互作

用変異とも呼べるものが生じ、相互作用に障害

が起こる場合での役割である（Papousek　and

Papousek，198312））。そのため乳児期の母子相

互作用を見ることで、将来の相互作用障害を予

測できる可能性が生じるだろう。

　母子相互作用を大別すると、客観的に観察で

きる行動のレベノレと、行動の背景にあって行動

の元になる主観的世界を司る表象レベルの2つ

に分けられる（Cramer，19893））。この2つの母
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子相互作用は並行して起こる。そのため行動レ

ベルでの相互作用だけではなく、行動観察を通

して母子の内的状態の相互作用をも見る必要が

生じるのではないだろうか。乳児期早期の母子

相互作用の指標となるものはいくつかあるが、

母子の内的状態（感情）の相互作用に着目する

場合には、模倣・模傲様行動・情緒応答性・エ

ントレインメント・情動調律などが拳げられる

であろう（Stern，198518〕）。その中でも母子問の

内的状態の共有を表に現れる行動から観察でき

るものとして、Stern（198518））は「情動調律」

を提唱している。この「情動調律」は内的状態

の行動による表現型をそのまま模倣することな

しに、共有された情動状態がどんな性質のもの

か表現する行動のことである。このとき調律さ

れる情動は生気情動である。生気情動とは、あ

らゆる生命過程において湧きあがる力動的な感

情特性であり、カテゴリー性の情動の有無にか

かわらず常に存在し、食欲・緊張・睡眠欲求な

どといった絶え問ない生気（vita1ity）に由来す

る。また生気情動は、異なった2つの知覚様式

を越えた無様式知覚という物理的世界に類似し
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ており、形・数・強さのレベルといったどの知

覚様式の情動からも抽象化できる特性を有す

る。このような知覚様式によって規定されない

生気情動を乳児と母親が共有する方法が「情動

調律」である。Stern（1985’8））はこの「情動調

律」は生後9ヵ月頃から見られるとしている。し

かし生後O～4々月の時期にすでに乳児は身体

的独立性と統一性を持ち、外界の現実と活発に

関わっている（渡辺，198819））。つまり乳児期早

期から人は周りの環境と何らかの形で関わる力

があると言える。小林・石井・高橋・渡辺・加

藤・多田（19835））、小林（19896〕）によるとエン

トレインメントの発現は生後1日から見られ、

また生後2週の時、乳児は授乳中既に母親と母

子交流の原形と見られるターンテーキングに類

似した行動を示す（小島，19817）；正高，

19939〕）。これは授乳中に生じる行動で、「乳児が

乳首を吸う→母子共に静止→母親が乳児を揺さ

ぶる→母子共に静止」といった行動が繰り返さ

れる。この時、乳児と母親の行動は互いに重な

り合うことなく交互に生起する。生後8週では

授乳中に母親が揺さぶり行動を起こさないと、

揺さぶり行動を起こしたときに比べ乳児の

cooingが多くなる（正高，19939〕）。これはまる

で母親の揺さぶり行動を乳児が要求しているか

のようである。つまり乳児は、生後2週で既に

母子交流の原形ともいえるターンテーキングを

示し、生後8週ではターンテーキングの中で自

ら要求を出すようになると思われる（正高，

19939〕）。つまり乳児は生後まもなくから人と関

わりを持つ行動、すなわちコミュニケーション

行動を示すと考えられる。また言語運用能力が

発達する似前である生後6ヵ月で、乳児は音声

の非言語的要素を通してコミュニケーション行

動を行うために必要な音声を発声する（志村・

今泉，1994’6））。

　以上コミュニケーションに必要なターンテー

キングや音声（非言語的要素）の発声が生後9ヵ

月以前にでき、またエントレインメントが新生

児（生後1日）に既に見られることより、母子

相互作用が生後早期から生じていることがわか

る。そのため問主観性（inter－subjectivity；

Stem，Hofer，Haft，andDore，198417〕）がはっ

きり芽生える9ヵ月以前に、生後直後から常時

存在する生気情動に対してより密接に情動調律

が生起している可能性も考えられる。

　小林・石井・高橋・渡辺・加藤・多田（19835））

は乳児の工，ントレインメント（同調）現象を調

べることが、エントレインメント現象が生じに

くいと予想される障害（自閉症、小児分裂病等）

を発見する糸口となる可能性を示唆している。

また馬場・青木・古川（19941〕）は、情動調律を

9ヵ月以降の母子交流の特徴的現象としてだけ

ではなく、人との関係性の発達的変化としてと

らえられることの重要性を述べている。そのた

め、母子間における同調現象の一種である情動

調律の発現や発達的変化の様子を調べること

が、将来の母子相互作用を予測する上で一つの

手掛かりとなる可能性があるのではないだろう

か。そこで本研究では、乳児と母親の母子相互

交渉場面を乳児が生後1ヵ月から6ヵ月に至る

までの期間縦断的に観察し、母親が乳児に対し

て行う情動調律あるいはその萌芽となる行動現

象を分析する。そして今回の分析結果をもとに、

情動調律の質的・量的変化を考察していく。

II．方法

　1対象
1）対象者の選択基準

　生後1ヵ月の女児M児とその母親。選択基準

として、①胎生期・周産期に特に異常が認めら

れない、②出生後の発育が良好である、③第1

子、④主な養育者が母親である、⑤祖父母等、

乳児の養育経験者と同居していない、の5点を

設け、丁市の産科医に直接紹介を依頼した。実

際の録画手続き前に母親と面接し、母親自身の

生育歴、学歴等の情報とともにY－G検査を施

行した。

2）対象者の概要

　①M児

　　出生状況：自然分娩（在胎40週）、体重

　　　　　　　2780g
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　　発育状況：定頸O：3，4ヵ月健診時カウプ

　　　　　　　指数14．6

　②母親

　　出産時年齢28歳、4年生大学卒、Y－G検査

　　AC型
　2　録画実施手続き

　母子交流場面を約20分問VTR録画した。実

施期問はM児が生後1ヵ月から6ヵ月になるま

でである。4週齢から14週齢までは隔週に1

回、16週以降は隔週では発達の変化が大きいた

め毎週1回録画を行った。実施場所はM児の家

．庭で、家庭の部屋・玩具等には特に手を加えな

かった。録画する時問帯は、母親との相談の上、

M児が確実に覚醒しており、生理的欲求も満た

されている時を選んだ。実施方法としては、M

児の家庭に観察者が訪問し、M児が覚醒してい

ればVTR録画を行った。母親は固定したVTR

で、M児は観察者が直接VTR録画をした。こ

の際、母親に「遊んでください」と教示した。

録画実施後、毎回母親にM児の様子の聞き取り

を行った。

　3　分析方法
　Sternら（198417））、丸山（19918））の先行研究

に従い、母子交流場面を以下のように分析した。

1）分析対象箇所の選択

　VTR資料より、母子相互交流が比較的活発

に行われている10分問を任意に選んだ。ただ

し、第2回録画時は録画中にアクシデントがあ

り、5分問のみ分析を行った。

2）分析対象行動の抽出

　M児の情動表出行動とそれに対する母親の

反応行動を抽出・記述した。このとき、M児の

情動表出行動とは、相手に何らかの影響を及ぼ

す行動のことであり、何らかの情動が表情、声、

身振り、姿勢等によって明らかに外に現れてい

る行動のことである（Sternら，198417））。この

際の情動は主として生気情動である。①M児が

情動表出行動をしている②母親が明らかに①の

行動に対して模倣・ミラリング等の反応する③

その反応行動をM児が見たり聞いたりする、と

いう①～③の流れを1回の行動ターンとし、①

（乳児の情動表出行動）と②（母親の反応行動）

を記述・分類した。

3）母親の反応行動の分類

　2）で記述した母親の反応行動を以下の3つに

分類した。

（1）attunement（調律）

　母親が乳児と！洪にあろう”として行う行動で

ある。母親は乳児の内的状態を反映させるよう

な行動の特性に自らの行動の特性を無意識に

マッチさせる。このように行動の特性をマッチ

させることで、互いの内的状態をマッチさせる

のである。この際用いられる行動の特性とは、

人の内的状態を反映するような行動のある側面

のことである。あらゆる知覚様式に共通して存

在し、また外部から受けた刺激（行動）に存在

する不変的な特性を抽出、そして他の様式に変

換可能なものを行動内の特性として分類する。

っまり、一つの特性が特定の知覚様式に結び付

いているのではなく、抽象的で様式を越えて伝

達されうるものである。ここでは］般的特性と

して、強さ・タイミング・形の3つの側面を元

に、これらを更に6つに分けた。

　①強さ

　a．絶体的強度：母親の行動の強さのレベル

　　がその行動の様式にかかわらず、乳児の行

　　動の強さと一致する。例えば、母親の発声

　　の大きさが乳児の突然の動きの強さにマッ

　　チする。

　b．強度の輪郭：行動の継続的な強さの変化

　　が一致する。例えば、母親の発声と乳児の

　　腕の動きは、共にその強さを加速度的に増

　　す。

　②タイミング

　C．時問の刻み：行動の時間的に規則正しい

　　拍子打ちが一致する。例えば、母親の頷き

　　と乳児のしぐさが同じ拍子を打つ。

　d．リズム：行動の脈動のパターンが一致す

　　る。

　e．持続時問：行動の持続時問が一致する。

　③形

　f．形：異なる動きから抽出・描写される行
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　　動の空間的特徴が一致する。例えば、乳児

　　の腕の上げ下げという垂直方向の形に母親

　　は自分の頭の動きを合わせる。

　　以上の行動の特性がどの程度母子間でマッ

　チしているかによって、attunementを以下

　の3つに分類した。

①COmmuningattunement（コミュニオン調

　　律）：母親が乳児の内的状態に正確にマッ

　　チしている調律。この時、乳児の情動表出

　　行動内にある特性とそれに対する母親の反

　　応行動内の特性は互いにマッチする。

　②purposefu1attunement（意図的誤調律）：

　　乳児の活動レベルを上げたり下げたりする

　　目的で、調律の感覚は壊さない程度に、乳

　　児の情動表出行動内の特性に母親が意図的

　　に誤調律する調律。

　③minpurposefu1attunement（誤調律）：乳

　　児の内的状態の質や量、あるいはその両方

　　を母親が幾分誤って同定するか、または母

　　親が乳児と同じ内的状態を自分の中に見出

　　だせない調律。

　②Purposefu1attunementと③mispur－

posefu1attunementは、親の行動とその行動の

背景にある欲求・空想・願望を鋳型として、そ

れに対尾する心的内界体験を子どもの中に作っ

たり創造したりする1つの手段である（Stern，

198518〕）。②は、親の心的背景を子どもへ投影す

る。そのため子どもは、共有可能な個人的体験

を調整することになる。また③は①に近いもの

である。しかし、無意識のうちに過少、あるい

は過剰調律をしてしまうことで子どもの行動や

体験を親の側から変化させてしまうことがあ

る。以上より、どんな種類の調律が生起してい

る一か分析することで、子どもへ与える心的影響

を考慮することができる。

（2）imitation（模倣）

　乳児の情動表出行動と全く同じ行動の形式

（持続時間や空問的特徴が一致している）を用

いて、母親が乳児の表面に現れた行動の形を意

図的に真似たもの。

（3）comment

　（1）、（2）以外の全ての行動を含む。

4）行動様式の分類

（1）乳児と母親の行動の形式

　COmmuning　attunementが行われていると

きの乳児と母親の行動の形式を全て記録し、6

種（発声、表情、頭の動き、動作、全身の動き、

呼吸）に分類した。

（2）行動様式

　（1）で記録した行動の形式から、母親の行動を

以下の3つに分類した。

　①intra－moda1（様式内調律）

　　　母親が乳児の用いたのと全く同じ形式で

　　反応する場合。

　②CrOSS－mOda1（知覚様式一交叉性調律）

　　　母親が乳児の用いたのと全く異なる形式

　　で反応をする場合。

　③mixed－moda1（混合性調律）

　　　intra－moda1とcross－moda1の混合。母

　　親が乳児の用いた形式と同じ形式・異なる

　　形式両方を用いた場合。

5）信頼性の検討

　各分析について、以下の式を用い3名の評定

者で一致率を求めたδその結果、分析対象行動

の抽出：79．O％、反応行動の分類189．3％、行

動の特性：83．3％、行動様式：83．3％となった。

　　　　　　　　一致数
　　一致率＝　　　　　　　　×100
　　　　　　不一致数十一致数

11I．結果と考察

　1．情動調律の生起頻度の変化

　対象児M児の情動表出行動に対する母親の

反応行動の分類とその生起頻度をTab1e1に示

す。また、attmementの生起頻度の変化をFig1

1（縦軸は1分間に対する生起頻度、横軸は週齢）

に示す。母親側から子どもへの情動調律は、生

後早期である4週齢で既に生起し、その後12週

齢まではほとんど変化なく、14週齢でそれまで

の2倍近い1．o回／分まで生起頻度が上昇する。

その後、情動調律の生起頻度は上昇し続けるが

17，18週齢（平均1．25回／分）をピークに19週

齢にはO．7回／分まで減少する。その後あまり変
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Table1 母親の反応行動の分類と頻度

週齢

反応行動 4　　　6　　　8　　　10　　　12　　ユ4　　　16　　　17　　　18　　　19　　　20　　　21　　22　　　23　　　24

attunement

　COmmuning

　purposefu1’

　mispurposeful

in〕itatiOn

COmment

0．2

0．2

0．0

0．0

0．0

0．8

O．4

0．2

0．O

O．2

0．2

1．6

O．5

0．5

0．0

0．0

0．7

3．4

0．4

0．3

0．O

O．1

ユ．3

5．8

O．4

0．4

0．O

O．O

ユ．8

2．0

1．0

1．0

0．0

0．0

0．0

0．9

O．9

0．9

0．O

O，O

O．2

4．5

ユ．3

1．3

0．0

0．0

0．ユ

3．0

1．2

1．2

0．0

0．0

0．7

6．1

0．7

0．7

0．0

0．0

0．5

4．7

0．8

0．8

0，0

0．0

0．ユ

5．4

0．7

0．7

0．O

O．O

O．2

2．4

0．8

0．8

0．0

0．0

0．4

2．5

O．8

0．8

0．0

0．O

ユ．0

1．5

0．6

0．6

0．0

0．O

O．4

2．8

分析時問 10　5101010！0101010101010101010
1分間に生起するそれぞれの反応行動の頻度（数／分）

化なく0．75回／分前後を24週齢まで保ってい

る（Fig．1）。

　まず12週齢（生後3ヵ月）から14週齢（生後

3ヵ月半）までの乳児の発達的変化を検討する。

身体的な変化でこの時期最も重要なのは定頸で

ある。M児は12週齢でかなり首がしっかりし、

14週齢では完全に定頸していた。このことであ

る程度の身体的自由を手にしたといえる。また

睡眠一覚醒リズムがしっかりしてきたのもこ

の時期である。次に認知・情動面である。Robson

（196714〕）によると生後2ヵ月頃から乳児は杜

会的相互作用ともいえる変化を示し、E向eは

このことを「社会性の目覚め」と呼んでいる

（Emde　and　Sorce，19834〕）。2ヵ月（8週齢）

頃から徐々に乳児は杜会的注視、杜会的微笑、

社会的発声といった周囲の大人の正の反応を呼

び起こす様々な行動をするようになる（小島，

19817）；EmdeandSorce，！9834〕）。また、集中、

運動性活気、微笑、発声からなる乳児の活気に

満ちた複合的な行動である「おはしゃぎ反応」

が出現するのもこの時期である（佐藤，
199215〕）。以上のことから、生後2ヵ月（8週齢）

頃は、乳児側から母親側へ活発な行動が表現さ

れる時期であり、それまでの生理的な反射を中

心とした行動が徐々に社会性を帯びた行動に変

化していくと言える。そして、生後3ヵ月（12週

齢）頃定頸することで身体的自由を獲得し、一

層表現行動が多くなるのであろう。そのため、

（量／分）

1．50

1．25

1．OO ・・1…………・……1・…

O，75

O．50 十…　　　…・：…・…ま一…1…一…1…・ ・・1・…　・・1…・…・1…一・・1…一・｛………1…・

O．25

O．OO
4　　6　　8　　10　　12　　14　　16　　！7　　18　　19　　20　　21　　22　　23　　24（週数）

Fig．1 1分間に生起するattunementの頻度の変化
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Table2 communingattunement時のM児の行動の形式

週齢

行動の形式　　　　4　6　8　10　12　14　16　17　18　19　20　21　22　23　24

発声

表情

頭の動き

動作

全身の動き

呼吸

100

100

100

40

40

40

40

20

25

50

100

75

50

25

75

10・

40

10

60

50

22

56．

11

44

67

15

23

23

92

38

25

42

58

75

14

43

14

43

86

88

25

88

75

29

14

14

57

71

25

50

75

25

25

88

63

33

17

17

67

attunement数　　2　1　5　4　4　10　9　13　12　7　8　7　8　8　6
M児のcommuning　attunementに見られる行動の形式の割合（％）

母親にとって、乳児の内的状態（情動）が理解

しやすくなり、関わりをもつことが容易になる

と考えられる。

　続いて、生起頻度が減少する18週齢から19

週齢辺りの発達的変化はどうであろうか。この

時期は目と手の協応動作が可能になり動くもの

を掴めるようになる。M児は17週齢辺りから

物を掴めるようになった。しかしM児の発達を

考慮しても、この時期にattunementの生起頻

度が何故下降したのかは現時点ではわからな

い。ただ以下のことが考えられる。Stemら

（198417〕）は情動調律の対象にはカテゴリー性

の情動と生気情動両方がなると述べている。し

かし乳児の情動の発達を考慮すると、生後6ヵ

月頃から急激に情動は分化し、カテゴリー性の

情動が明確になってくる（岡本・三宅，1976m〕）。

そのため、Sternら（198417〕）や丸山（19918〕）

のいう「情動調律」は乳児が生後9ヵ月以降に

なってから観察しているので実際には生気情動

というよりは’庚や喜びといった陽のカテゴリー

性め情動に調律している場合が主になるのでは

なかろうか。このカテゴリー性の情動に付随す

る生気情動は人が生まれながらに持っているも

のである。本研究ではこの生気情動そのものへ

の情動調律に注目した。つまり生気情動に対す

る情動調律は彼等がいう9ヵ月以降ではなくそ

れ以前に生起している可能性がないだろうか。

例えば乳児が玩具を取ろうとして力一杯手を伸

ばし、母親がその手の伸びに合わせて力強く声

をかける。この場合、母親は乳児の手の伸びを

見て、その行動の中にある強さという特性をつ

かみ、それに調律しているのである。と同時に

乳児の方も母親の声掛けを得て、それに合わせ

るように更に手を伸ばすのである。これはカテ

ゴリー性の情動ではなく、手を伸ばすときつい

力がこもってしまうといった生気情動への情動

調律である。またこのような情動調律は、母子

が相互に調律し合うことが多いであろう。しか

し、［乳児ご母親］と相互に調律し合う以外に、

乳児の行動に母親が反応する母親側からのみの

調律行動も存在するのではないだろうか。母子

が相互に調律しあう調律行動と母親側からの調

律行動がどのように発達、変化していくのかは

これからの研究課題である。

　2．情動調律における行動様式

（1）行動の形式について

　Tab1e2はM児の、Tab1e3は母親の実際に

用いられた行動の形式である。M児の場合、生

後早期では手足の動きである動作と頭の動きが

主である。8週齢から発声・表情・全身の動きが

加わる。これは前述したようにEmde　and

Sorce（19834〕）の言う杜会的微笑、社会的発声

がこめ時期から始まることが原因ではないだろ

うか。またM児は14週齢で定頸するが、この

ことで行動の形式に特に変化は見られない。全

週齢を通して、表情・動作・全身の動きが多い6

また母親の場合では、実際の行動の形式は全週

齢を通し発声が圧倒的に多い。ほとんどの行動
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Table3 COmmuning　attunement時の母親の行動の形式

週齢

行動の形式 4　6　8　10　12　14　16　17　18　19　20－21　22　23　24

発声

表情

頭の動き

動作

全身の動き

呼吸

100

100

100 100

80

60

10

75

25

50

100

25

100

40

20

10

100

56

56

100

38

23

　8

100

42

25

100

29

14

29

ユO0

88

50

100

29

29

100

25

13

88

25

50

100

33

33

attunement数　　2　1　5　4　4　10　9　13　12　7　8　7　8　8　6
母親のCOmmuning　attunementに見られる行動の形式の割合（％）

Table4 COmmuning　attunement時の行動様式

週齢

行動様式 468101214161718192021222324
inter－mOda1

cross－moda1

mixed－moda1

一　100

100　一

40　50

60　50

25　40

75　60

56　　　62　　　50　　　57　　　－　　　43　　　88　　　75　　　50

44　　　38　　　50　　　43　　100　　　57　　　12　　　25　　　50

attunement数　　2　1　5　4　4　10　9　13　12　7　8　7　8　8　6
COmmuning　attunementにおける行動様式の割合（％）

Table5 COmmuning　attunement時のマッチする行動の特性

週齢

行動の特性 468101214161718192021222324
強さ

　絶対的強度

　強度の輪郭

タイミング

　時間の刻み

　リズム

　持続時間

形

　形

50

100

100

100

100

33

100

70

100

40

　7

25

20

20

75

75

75

25

25

505

25

75

25

25

50

33

67

4

ユ1

22

22

60

65

54

13

15

23

59

75

42

8
8

17

57

57

57

14

14

57

100

13

　8

25

13

13

50

86

14

10

29

69

100

38

　4

13

57

100

13

　4

13

25

25

50

83

17

11

17

17

17

17

attunement数　　2　1　5　4　4　10　9　13　12　7　8　7　8　8　6
COmmuning　attunement内に見られる行動の特性の割合（％）

に発声が伴われているといっても良い。Stern

ら（198417〕）によると乳児の発声、動作、表情は

最も母親の調律に用いられやすく、母親自身が

調律行動に最も用いる行動の形式は発声であ

る。本研究では、用いられやすい行動の形式が

Stern（！98518））とは異なり、発声が少ない。本

研究の場合、対象児が生後1ヵ月～6ヵ月と年齢

が低いためまだ哺語も出ていなく、そのため発
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声が少ないからと考えられる。

（2）行動様式

　本研究では行動様式のうちintra－moda1が

現れず、全週齢をcross－moda1とmixed－

moda1で全ての様式を占めた。しかし週齢ごと

の特徴的な変化は特に認められず、両者はほぼ

半分ずつ見られたといってよかろう（Tab1e4）。

先行研究（Sternら，198417〕；丸山，19918〕）に

おいても本研究と同じくcross－moda1，mixed－

moda1が多く、情動調律は部分的に知覚様式一

交叉性で起こるといえる。しかし本研究は先行

研究と異なりintra－moda1が起こらなかった。

intra－moda1は前述したように同じ知覚様式内

で調律が起こることである。本研究の対象児M

児は生後1ヵ月から観察されたが、身体的にま

だ定頸しておらず、母親に抱かれたままあるい

は寝かされた状態での相互交渉が多かった。そ

のため、発声以外の行動に対するintra－moda1

の調律は母親には難しかったのではないだろう

か。その発声も、対象児の週齢が早かったため

あまり見られず、ますますintra－moda1の調律

を難しくしたと思われる。

　3．マッチする行動の特性

　マッチする行動の特性をTab1e5に示す。母

親が調律の遂行に利用する特性は強さが最も多

く見られ、ついで形、タイミングと続く。Stern

ら（198417〕）の先行研究では強さ、タイミング、

形の順に多くマッチしていた。丸山（19918））の

結果も同様である。また更に細かく6種の特性

に分類し、その特性のマッチする調律を割合で

みると、絶体的強度（76．7％）、強度の輪郭

（46．3％）、形（11．4％）、リズム（9，7％）、持

続時問（7．5％）、時間の刻み（4．7％）となる。

本研究でタイミングに属する特性が少ないの

は、それぞれの行動が時間的に非常に短いから

と思われる。

　またM児の発達的変化に照らし合わせ、週齢

を追って検討する。強さ、特に絶体的強度は4週

齢から既に見られ、その後もかなりの高頻度で

現れ続ける。6週齢には強度の輪郭が出現し、そ

の後タイミングと形が現れる。このことから情

動調律を行う際、発達にかかわらず最も基盤と

なる行動の特性は強さといえる。乳児は新生児

期から視覚刺激の強さのレベルをマッチさせる

ことができる（Stern，198518〕）。また一部の研究

では音の出る視覚刺激を有意に視覚定位すると

報告している。しかし後者の報告は幾分不明確

な結果であり、はっきりしたことはわからない

（大藪，19921’〕）。ただ、視覚一聴覚問で強さの

レベルを知覚様式一交叉性に一致させること

はできるようである。そのため母親は、乳児が

早期から遂行可能な強さのマッチングを通して

情動調律を行うのであろう。以上より、強さの

レベルは調律を示すのに最も頻繁に、また最も

一般的なマッチされる行動の特性であるといえ

る（Stem，198518））。これは生後早期から見られ

る特徴であり、発達にかかわらず高頻度で現れ

情動調律の基礎となる特性であろう。

　4．総合考察

　情動調律とは、母子が行動の調律を通してそ

の行動の背後にある内的状態、特に一膚動をこと

ばを使わずに共有、伝達することである。最初

に情動調律の特徴を挙げる。調律される情動は

生気情動である。そして行動様式は主として知

覚様式一交叉性であり、異なる様式問を越えて

調律される。マッチする行動内の特性は、強さ・

タイミング・形の3側面が考えられ、最も一般

的に現れるのは強さである。強さとタイミング

はいわば量に変換される量的変化として表せ

る。一方形は質に変換される質的変化といえる。

　次に乳児の発達による情動調律の変化を考察

する。ここで一つの仮説を挙げる。それは情動

調律にはいくつかのパターンがあるということ

である。第1はカテゴリー性の情動に調律する

情動調律である。これはStemら　（198417〕）の

研究で示されているように、生後9ヵ月頃の乳

児と母親の間で見られる調律である。第2に生

気情動に調律する情動調律である。生気情動は

生後まもなくから常に存在する情動であるた

め、それに対する調律もかなり早期から見られ

る。これらの調律はさらに母親と乳児相互の調

律と母親側から、乳児側からといった単独の調
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律にわけられるのではないだろうか。本研究で

は生起情動に対する母親側からの調律について

観察を行った。この調律は本研究から生後1ヵ

月の乳児期に既に見られると言える。このよう

な生後初期に見られる調律がその後発達に従い

どう変化していくのか、いつごろからカテゴ

リー性の情動調律が出てくるのか、情動の発達

と共に調律の発達的変化の検討が今後の課題で

ある。

　生気情動に対する情動調律は生後早期から見

られる。また情動の共有はコミュニケーション

の基礎であり基盤である。そのため情動調律は

原始コミュニケーションである母子相互作用の

一つの方法となるのではないだろうか。問題提

起で述べたように、小林（19896））は乳児のエン

トレインメント現象を調べることで、自閉症等

の早期発見の可能性を示唆している。相互の行

動内にある特性を様式間を越えて調律する情動

調律もまた、一種の同調現象（エントレインメ

ント）といえよう。前述したように情動調律は

発達的に変化する可能性が考えられる。言い換

えれば母親と乳児の相互作用が重要になり、そ

れによっては発達が歪むことも生じるのではな

いだろうか。乳児にとっての人的環境である母

親による情動調律は、乳児のコミュニケーショ

ンの発達に非常に影響を与えるといえる。しか

し、乳児の元来の気質にょっては、情動調僅が一．＿

行われにくい場合もあることも当然予想され

る。そのため情動調律が生起しにくい、あるい

は’晴動調律のパターンが異常である場合、母親、

乳児双方を観察することが必要であろう。あく

まで情動調律とは相互作用のなかで情動の共

有、伝達を行う場合に生起するものである。

　5．今後の課題

　今回、対象となる乳児と母親は1組のみで

あった。ある現象の発達的変化を見るのに、1組

では一般化するのに限界が生じる。今後、対象

児とその母親を増やしていく必要がある。また

生後1ヵ月から6ヵ月までという限られた期間

しか観察を行わなかったが、乳児の発達を考慮

するとより長期の観察が望まれる。

　本研究では母親から乳児へという一方向的な

分析のみ行った。本来情動調律は母子の相互作

用の中で行われる。母親から乳児へ乳児から

母親へという相互の情動調律を観察して始めて

情動調律の発達的変化が理解できるのではない

だろうか。また、考察で述べたように生気情動

も対する調律とカテゴリJ性の情動に対する調

律の発達的変化についても研究が必要である。

　以上の課題を熟考し、今後の研究につなげた

い。

結論
　本研究は、健常の乳児と母親の情動調律を生

後1ヵ月から6ヵ月まで観察し、その発達的変化

を追ったものである。その結果、以下のことが

言える。

　①母親から乳児への生気情動に対する情動調

　　律は、生後早期である4週齢から生起し、

　　発達に従って生起頻度が変化する。

　②マッチする行動内の特性は強さが最も一般

　　的で、知覚様式一交叉性に調律が起こりや

　　すい。
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Change of Attunement between Infant and Mother : 

Affect Expression as the Index 

Akiko KANATANI and Kikuko HAYASAKA 

The purpose of this study was to investigate the change of attunement between a 

mother and her infant. The subjects were a normal, 1-month old girl and her mother. 

We videotaped and analyzed mother-infant interaction from l-month through 6 

-months old. Maternal responses to an infant's affect expression on interaction were 

scored on three types : attunements, irnitations or comments. Attunements were 

analyzed from three points of view : l) frequency of attunements, 2) modality of 

matches, and 3) dimensions of attuning matches. The results were as follows : 

1) Attunement occures at l-month old. 

2) Frequency of attunernents change as infant grows. 

3) Intensity is the most common dimension of attuning matches. 

4) Attunements are largely cross-modal or mixed-modal. 

Key Words : attunement, affect expression, mother-infant interaction 
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